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日本の精神病院における傷害事件と虐待 
 
 

池原毅和 弁護士 
 
１ 死に至った傷害事件についてのケース報告 
２０１２年１月１日、保護室に隔離されていた強制入院中の３０歳の患者が精神科看護 師に頭を蹴

られ踏まれたと。彼の頸部の骨が折れた。彼は首から下のからだが麻痺してしま った。２０１４年

４月２７日に彼はこの怪我により心肺停止状態になり、翌日死亡した。 
彼は統合失調症と診断されていた。彼は２０１１年９月１５日に強制入院させれ、９月 
２２日に保護室に隔離拘禁された。その後４人部屋に入れられていたにもかかわらず、９月２９日

から１２月５日まで身体拘束されていた。そしてまた１２月５日に保護室に隔離された。 
１月１日、おむつを替えるために２人の精神科看護が保護室に入った。彼を抑えこもう としたが彼

が抵抗したようだった。彼はもがいて彼の右足が二人の打ち一人の看護師の腹部 にあたった。看護

師は立ち上がり彼の頭部の方に歩いて行き、彼の頭部をけって踏みつけた。 
彼は抗精神病薬の重大な副作用ジストニアに苦しんでいた。彼の首はジストニアのために収縮して

いた。顎を引いたような姿勢になっていた。看護師により彼は顔をあげさせられ踏みつけられたよ

うである 
一人の看護師が顔を踏みつけたようである。もう一人は彼の下半身を押さえつけていた。 彼の頚骨

はおれた。 
１月２日彼の両足は麻痺した。彼は前のように保護室を歩きまわらなかった。彼は排尿障害を発症

したようであり、 、これは頚骨損傷があると診断されうる典型的な症状の一つである。しかし病

院職員は誰一人として彼の頚骨損傷の可能性について気にかけなかった。 
１月３日彼の上肢下肢全てが麻痺した。彼は腱反射を失い、膝の反射アキレス腱の反射を失った。 

午前中遅くなってから彼は救急車で一般病院に移送された。移送先の一般病院の 整形外科医は彼が

頚椎損傷であり死の危機にあると診断した。彼は ICU で治療された。 
１月４日、彼は心肺停止状態になった。幸い回復したが、その後気管切開と気管カニューレ、そし

て経管栄養補給が必要となった。 
体重は 70 キロあったのが次第に減少し 30 キロ以下になり衰弱していった。 
２０１４年４月２８日再び心肺停止になり、彼は 36 歳で死亡した。彼はこの障害事件以降ベッド

から動くことすらできないままだった。 
彼と家族は２０１３年に精神病院を告訴した。被告は看護師は彼の強い抵抗を止めようとして単に

頭に足をおいただけであると弁明した。被告は、患者は重篤な統合失調症により働くことはできな

かったのだから収入についての賠償は要求できない、また同様に重篤な統合失調症ゆえに仮に怪我

をしなかったとしても退院することはできなかったのだから、今後の病院の費用についても賠償要

求できないと主張した。 
この件を扱う裁判所は裁判の公開を躊躇した。警察は一度看護師を尋問したが、警察の捜査はほと

んどされていなかった。権限のある当局はこのケースを調査しようとすらしなかった。 
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保護室内の監視カメラによって、看護師が患者の頭を蹴り踏みつけている状況がビデオに 撮られて

いた。写真の１から２を参照。そして 2 人の看護師がけって踏みつけた直後患者の顔の血を拭こう

としていたことが映されている。 
患者をみた整形外科医と医学部の整形外科教授の 2 人の整形外科医は一致して、このビ デオを見

て、1 月 1 日から 3 日まで保護室内部において他の原因は発見できず、看護師によって蹴られ踏

みつけられて頚椎損傷が生じたと判断した。 
 
 
日本では精神病院における傷害事件や虐待がたくさん起こっている。国際法律家委員会が 80 年代

後半と 90 年代に来日し、日本政府にたいして精神障害者の人権の保護と促進に対して効果的な行

動を取るべきと勧告した。しかしそれ以降も精神病院における傷害事件と虐待 の数は減っていない。 
 
（山本眞理仮訳 2014 年 7 月 国連人権委員会へ提出した全国「精神病」者集団パラレルレポート

の添付文書 写真は２枚省略）
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保護室の監視カメラがとらえた暴行の現場 頭を蹴飛ばしている 
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頭が踏みつけられている 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


